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反復動作カウント（RAC）手法の枠組み比較。(a)–(c) は従来手法、(d) が私たちの提案手法。



研究背景



研究背景

・動作カウンティング(RAC) ：
時間軸に沿って反復の進行を追
跡し回数を推定する

・動画理解や動作検出における
より高度な時系列理解タスクであ
る。

・幅広い応用される。

反復動作カウント（Repetitive Action Counting、RAC）



研究目的

・ MLLMは映像中の
RACを高精度かつ解釈
可能

・既存の MLLM はRAC
に十分適応できず

・強化学習による報酬最
適化を組み合わせ



関連研究

・ 時系列回帰：

TransRAC [Hu+, CVPR22]；
ESCounts [Sinha+, ACCV24]；

ME-RAC [Qiu+, ESWA24]

・ 姿勢ベース：

PoseRAC [Yao+, arXiv23]；
MoCount [Gu+, ACMMM25]

・ 言語 LLM ベース：

CountLLM [Yao+, CVPR25]；
OVRCounter [Dwibedi+, arXiv24]

TransRAC [Hu+, CVPR22] ESCounts [Sinha+, ACCV24]

PoseRAC [Yao+, arXiv23]
MoCount[Gu+, ACMMM25]

CountLLM [Yao+, CVPR25]



提案手法

・ ActRep-R1: RACに特化した推論フレームワーク を提案する。

・ 既存のRACデータに基づく、MLLMの学習に特化したデータセットを構築した。

・ 場面理解・動作定義・時間的追跡・最終カウントという段階的な推論過程を学習する。



提案手法

学習順序：

・構造化推論データ
SFT により学習させる。

・データ拡張戦略を用
いた強化学習

・ 「動画を見て、考え
て、正確に数える」能
力を獲得



実装

設定

学習方法：事後学習、強化学習GRPO

設備: RTX PRO 6000

データセット：
RepCount-A [Hu+, CVPR22]；UCFRep [Zhang+, CVPR20]；
Countix [Dwibedi+, CVPR20]；OVR [Dwibedi+, arXiv24]；
QUVA [Runia+, CVPR18]

基盤モデル： Qwen3-VL、Qwen2.5-VL、 などの事前学習MLLM



実験

主の性能結果

商用 LLMと比較して大
幅な性能向上を達成し
た。

より小規模なモデルで高
いカウント精度を実現



実験

定性分析

・商用モデルが誤カウントする場合

・提案手法は時間軸に沿って反復動作
を追跡し、正確な回数を推定



実験



まとめ

・MLLM と強化学習を用いた RAC 手法 ActRep-R1 を提案

・構造化推論 SFT と強化学習により、高精度かつ説明可能なカウンティングを実現

・既存手法および商用 MLLM と比較し、RAC における有効性を確認

・詳細はポスター発表 OS1F-07 をご覧ください
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